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　午後ごゞ三時じ十五分ふんにゴールデンゲートを過すぎてから、今迄いままでにもう何時間なんじかん経たつたと思おもふぞ。

　先まづ検疫船けんえきせんが来きて検疫医けんえきいが乗のり込こむ。一等とう船客せんかく一同どう大食堂だいしよくだうに呼よび集あつめられて、事務長じむちやうが変へんな所ところにアクセントをつけて船客せんかくの名なを読よみ上あげる。読よみ上あげられた者ものは、一人々々ひとり〳〵検疫医けんえきいの列ならんだ段階子だんばしごの下したを通とほつて上うへへ出でて行ゆく。『ミストル・アサヤーマ』。「ヤ」で調子てうしを上あげて少すこし引ひツ張ぱつて「マ」で下さげる。成程なるほど山やまのやうに聞きこえる。『ミストル・ヘーガ』。日本人にほんじんの給仕きふじが気きを利きかせて『芳賀はがさん』と読よみ直なほす。『ミストル・ホーライ』。これは堀ほりだ。『ミストル・アイカイ』。之これは猪飼ゐかひだ。『ミストル・キャツダ』。勝田君かつだくんが出いで行ゆく。『彼奴きやつだ〳〵』と、皆みなくす〳〵笑わらふ。自分じぶんのことを笑わらつたのかと、左さなきだに無愛想ぶあいさうな顔かほをしたモンゴリア号がうの事務長じむちやうは、益ます〳〵むづかしい顔かほをする。

　検疫けんえきは五時じに済すんだ。今度こんどは税関ぜいくわんの小蒸気こじようきが著つく。之これにはクック社しやの桑港支社長さうかうししやちやうストークス君くんやら、朝日新聞社あさひしんぶんしや桑港特派員さうかうとくはゐん清瀬規矩雄君きよせきくをくんなどが便乗びんじようして来きたので、陸上りくじやうの模様もやう明日あすの見物けんぶつの次第しだいなどを語かたり合あつて、大方だいぶ賑にぎやかになつて来きた。税関附ぜいくわんづきの官吏くわんりが来きて、大蔵省おほくらしやうから桑港税関長さうかうぜいくわんちやうへ宛あてた書面しよめんの写うつしを呉くれる。見みると、一周会員しうくわいいんの荷物にもつは東京駐剳大使とうきやうちうさつたいしの照会せうくわいがあつたので、一々検査けんさを加くはふるに及およばぬとの内訓ないくんである。

　其その中うち新聞記者しんぶんきしやが来くる、出迎人でむかへにんが来くる。汽船会社きせんぐわいしやの雇人やとひにんが来くる。甲板かんぱんは上中下じやうちうげともぎツしり人ひとで埋うづまつて了しまつた。陸りくの方はうを見みると、いつしか我わが船ふねは港みなと目近まぢかに進すゝんで、桑港さうかうの町々まち〳〵はつい鼻はなの先さきに見みえる。我等われらの泊とまるべきフェアモント・ホテルは高たかい丘をかの上うへに突つツ立たつて居ゐる。夫それから下したの方はうへかけて、カリフォルニヤ街がいの坂道さかみちを、断間たえまなく鋼索鉄道ケーブルカーの往来わうらいするのが見みえる。地震ぢしんの時ときに焼やけたのが彼処あすこ、近頃ちかごろ建たてかけた市庁しちやうは彼あれと、甲板かんぱんの上うへの評定ひやうぢやうとり〴〵頗すこぶる喧やかましい。

　六時じが七時じになつても、船ふねはひた〳〵と波止場はとばの際きはまで押おし寄よせて居ゐながら、まだなか〳〵著つけさうにない。其そのうち又またしても銅鑼どらが鳴なる。孰いづれも渋々しぶ〳〵食堂しよくだうに下おりて、例れいに依よつて旨うまくも何なんともない晩餐ばんさんの卓子テーブルに就つく。食事しよくじがすんで又また甲板かんぱんに出でると、日ひは既すでにとツぷりと暮くれて、やツとのことで船ふねは桟橋さんばしに横よこづけになつたらしい。時計とけいを見みると早はや九時じ。ゴールデンゲートから此処迄こゝまでに四時間じかんかゝつた勘定かんぢやうになる。

　桟橋さんばしに出でて見みると、がらんとした大桟橋だいさんばしの上屋うはやの下したに、三つ四つ卓子テーブルを列ならべて、税関ぜいくわんの役人やくにんが蝋燭らふそくの光ひかりで手荷物てにもつの検査けんさをして居ゐる。卓子テーブルの側そばが僅わづかに少すこしばかり明あかるいだけで、其その外ほかは電灯でんとう一ひとつ点つけず、真黒闇まつくらやみのまゝで何処どこを何方どちらに行つて宜いいかさツぱり分わからぬ。此処こゝでさん〴〵待またせられて、彼此かれこれ三四十分ぷん暗黒くらやみの中なかに立たつた後のち、漸やうやく桟橋さんばしの外そとに出でることが出来できた。持もち出だしたのは形かたばかりの小ちひさな手荷物てにもつで、大おほきなトランクは明朝みやうてう取とりに来こいとのことだ。人ひとを馬鹿ばかにするにも程ほどがあると、皆みなぷん〳〵する。

　後あとで聞きけば、何なんでも太平洋汽船会社たいへいやうきせんぐわいしやと税関ぜいくわんだか桟橋会社さんばしぐわいしやだかとの間あひだに、前々まへ〳〵からひどい確執かくしつがあつて、之これが為ために船ふねの著つくのも遅おそくなれば、灯光あかり一ひとつない桟橋さんばしの中なかに人ひとを立たたせるにも至いたつたのだといふ。喧嘩けんくわなら喧嘩けんくわでも宜よいが、其その尻しりを縁えんもゆかりもない船客せんかくにもつて来くるとはひどい。翌日よくじつの新聞しんぶんには、此この闇やみの中なかに摸摸すりが何人なんにんとやら入いり込こんで、何々なに〳〵の品しなが盗ぬすまれたとのことを挙あげて、盛さかんに会社くわいしやの不行届ふゆきとどきを攻撃こうげきしたのがあつた。

　玄関番げんくわんばんの書生しよせいに不作法ぶさはふな取扱とりあつかひを受うけると、其処そこの主人迄しゆじんまでがいやになる。著米ちやくべい早々さう〳〵の此この始末しまつは、少すくなからず僕等ぼくらに不快ふくわいを与あたへた。（四月三日）
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